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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用者に接近させた状態で無理なく使用するこ
とができ、旋回する際にも周囲に大きなスペースを要す
ることのないショッピングカートを提供する。
【解決手段】先端部に移動用のキャスタ１１を設けた複
数の脚羽根１２２、１２３を有しそれら脚羽根１２２、
１２３間に使用者の足を配することが可能な脚ベースと
、この脚ベースに立設した支柱２と、この支柱２に支持
されたバスケットホルダ３と、使用者が手を掛ける把持
部分４３を有し平面視においてこの把持部分４３が前記
脚ベースの各脚羽根１２２、１２３の先端を結ぶ仮想線
１Ｌの内側領域１Ａに配される移動用の把手４とを具備
するようにする。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
先端部に移動用のキャスタを設けた複数の脚羽根を有しそれら脚羽根間に使用者の足を配
することが可能な脚ベースと、この脚ベースに立設した支柱と、この支柱に支持されたバ
スケットホルダと、使用者が手を掛ける把持部分を有し平面視においてこの把持部分が前
記脚ベースの各脚羽根の先端を結ぶ仮想線の内側領域に配される移動用の把手とを具備し
てなることを特徴とするショッピングカート。
【請求項２】
前記脚ベースが、各脚羽根の下方に使用者のつま先が進入可能な蹴り込み空間を形成しう
る形状のものである請求項１記載のショッピングカート。
【請求項３】
前記脚ベースが、左右に対をなす前の脚羽根と、左右に対をなす後の脚羽根とを備え、前
記左右に対をなす前の脚羽根の先端間の距離が前記左右に対をなす後の脚羽根の先端間の
距離よりも小さく、前記後の脚羽根間に同一構造をなす他のショッピングカートの前の脚
羽根が進入可能に設定されたものであって、前記後の脚羽根下方の前記蹴り込み空間の高
さ寸法が、同一構造を有する他のショッピングカートの前の脚羽根を通過させてネスティ
ング状態にすることが可能な寸法に設定されている請求項２記載のショッピングカート。
【請求項４】
前記バスケットホルダが、ネスティング状態において前方に位置する同一構造をなす他の
ショッピングカートの支柱を受け入れることが可能な凹部を有するものである請求項３記
載のショッピングカート。
【請求項５】
前記バスケットホルダが、固定位置を高さ方向に変更可能な状態でホルダ取付機構を介し
て前記支柱に取り付けられたものである請求項１、２、３又は４記載のショッピングカー
ト。
【請求項６】
前記把手が、ネスティング状態において前方に位置する同一構造をなす他のショッピング
カートの把手と干渉しない形態をなしている請求項３記載のショッピングカート。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、買い物用バスケットを支持するためのバスケットホルダを備えたショッピン
グカートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、商店等において、買い物客の便宜や商店の売上げ増大を図るべく、買い物用
バスケットを支持可能なショッピングカートが広く用いられている。
【０００３】
　ところで、従来のショッピングカートは、四隅にキャスタを有した平面視台形状をなす
ベースフレームと、このベースフレーム後端から上方に起立させた左右の縦フレームと、
この縦フレームの上半部分に指示させて前記ベースフレーム上に設けられたバスケットホ
ルダと、この左右の縦フレームの上端から後方に延出させて設けられた把手とを備えたも
のが知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００４】
　ところがこのような構成のショッピングカートでは、前記把手の把持部分が後のキャス
タよりもさらに後方に位置しているので、使用者はショッピングカートから離れた位置に
立たざるを得ない上に、旋回する際には後のキャスタ付近を回転中心としてショッピング
カートの前方部分を大きく振り回す必要がある。そのため、周囲に大きなスペースが必要
となり、混雑している際には使用しづらいという問題がある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－７６５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は以上の点に着目し、使用者に接近させた状態で無理なく使用することができ、
旋回する際にも周囲に大きなスペースを要することのないショッピングカートを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような課題を解決すべく、本発明に係るショッピングカートは、以下のような構成
を有する。すなわち本発明に係るショッピングカートは、先端部に移動用のキャスタを設
けた複数の脚羽根を有しそれら脚羽根間に使用者の足を配することが可能な脚ベースと、
この脚ベースに立設した支柱と、この支柱に支持されたバスケットホルダと、使用者が手
を掛ける把持部分を有し平面視においてこの把持部分が前記脚ベースの各脚羽根の先端を
結ぶ仮想線の内側領域に配される移動用の把手とを具備してなる。
【０００８】
　このような構成のものであれば、脚羽根間に使用者が起立することができるので、無理
なく使用者に接近させて使用することができる。しかも、把持部分が前記脚ベースの脚羽
根の先端よりも内側に配されているので、その把持部分を中心としてその場で旋回させる
ことも可能になり、旋回に大きなスペースを必要としない。
【０００９】
　特に、使用者に大きく接近させて使用するために望ましい態様として、前記脚ベースが
、各脚羽根の下方に使用者のつま先が進入可能な蹴り込み空間を形成しうる形状であるも
のが挙げられる。
【００１０】
　配置スペースの効率的な利用を図るためには、前記脚ベースが、左右に対をなす前の脚
羽根と、左右に対をなす後の脚羽根とを備え、前記左右に対をなす前の脚羽根の先端間の
距離が前記左右に対をなす後の脚羽根の先端間の距離よりも小さく、前記後の脚羽根間に
同一構造をなす他のショッピングカートの前の脚羽根が進入可能に設定されたものであっ
て、前記後の脚羽根下方の前記蹴り込み空間の高さ寸法を、同一構造を有する他のショッ
ピングカートの前の脚羽根を通過させてネスティング状態にすることが可能な寸法に設定
しておくことが望ましい。
【００１１】
　特に、ネスティング可能な仕様を採用する際の前記バスケットホルダの好適な態様とし
ては、ネスティング状態において前方に位置する同一構造をなす他のショッピングカート
の支柱を受け入れることが可能な凹部を有するものが挙げられる。
【００１２】
　使用態様の多様化を図るには、前記バスケットホルダを、固定位置を高さ方向に変更可
能な状態でホルダ取付機構を介して前記支柱に取り付けておくのが好ましい。
【００１３】
　ネスティング時の安定性を確保するには、前記把手が、ネスティング状態において前方
に位置する同一構造をなす他のショッピングカートの把手と干渉しない形態をなすものに
しておき、可能な限り低い位置に存在する部材同士が当接するようにしておくのがよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、使用者に接近させた状態で無理なく使用することができ、旋回する際
にも周囲に大きなスペースを要することのないショッピングカートを提供することができ
る。
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【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第一実施形態に係るショッピングカートを示す全体斜視図。
【図２】同実施形態に係るショッピングカートを示す正面図。
【図３】同実施形態に係るショッピングカートを示す側面図。
【図４】同実施形態に係るショッピングカートを示す平面図。
【図５】同実施形態に係るショッピングカートのネスティング態様を示す斜視図。
【図６】同実施形態に係るショッピングカートのネスティング態様を示す側面図。
【図７】図６におけるＡ－Ａ断面図。
【図８】同実施形態に係るショッピングカートをバスケット置き場として使用する場合の
態様を示す側面図。
【図９】本発明の第二実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図１０】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図１１】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図１２】本発明の第三実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図１３】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図１４】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図１５】本発明の第四実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図１６】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図１７】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図１８】本発明の第五実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図１９】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図２０】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図２１】本発明の第六実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図２２】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図２３】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図２４】本発明の第七実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図２５】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図２６】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【図２７】本発明の第八実施形態に係るショッピングカートの把手を示す平面図。
【図２８】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す正面図。
【図２９】同実施形態に係るショッピングカートの把手を示す側面図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下本発明の第一実施形態を、図１～図８を参照して説明する。
【００１７】
　本実施形態のショッピングカートＳは、図１～図４に示すように、先端部１２２ａ、１
２３ａに移動用のキャスタ１１を設けた複数の脚羽根１２２、１２３を有しそれら脚羽根
１２２、１２３間に使用者の足を配することが可能な脚ベース１と、この脚ベース１に立
設した支柱２と、この支柱２に支持されたバスケットホルダ３と、使用者が手を掛ける把
持部分４３を有し平面視においてこの把持部分４３が前記脚ベース１の各脚羽根１２２、
１２３の先端を結ぶ仮想線１Ｌの内側領域１Ａに配される移動用の把手４とを具備してな
る。
【００１８】
　前記脚ベース１は、図１～図４に示すように、前記キャスタ１１と、合成樹脂により一
体に形成したベース本体１２とを具備してなる。前記ベース本体１２は、左右方向に伸び
る帯板状のもので中央に支柱２を取り付けるためのボス１２１ａを有したハブ１２１と、
このハブ１２１の前縁から前方に向けて延出させた左右に対をなす前の脚羽根１２２と、
前記ハブ１２１の左右両端縁から斜め後方に向けて延出させた左右に対をなす後の脚羽根
１２３と、前記前の脚羽根１２２の基端近傍部間に架設した渡し板１２４とを具備してな
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るもので、前記各脚羽根１２２、１２３の先端部１２２ａ、１２３ａに、前記キャスタ１
１を設けている。互いに隣接する脚羽根１２２、１２３間には使用者の足を配することが
可能であり、特に、左右に対をなす後の脚羽根１２３間、左側の前の脚羽根１２２と左側
の後の脚羽根１２３との間、及び右側の前の脚羽根１２２と右側の後の脚羽根１２３との
間には、使用者が起立可能な比較的広い起立空間１ｓ１が形成されている。ここで本実施
形態では、使用者が前記後の脚羽根１２３間の起立空間１ｓ１に起立する使用態様を主な
使用態様として想定しているが、左側の前の脚羽根１２２と左側の後の脚羽根１２３との
間の起立空間１ｓ１又は右側の前の脚羽根１２２と右側の後の脚羽根１２３との間の起立
空間１ｓ１に使用者が起立する態様でも支障なく使用可能である。さらに各脚羽根１２２
、１２３の下には、使用者のつま先が進入可能な蹴り込み空間１ｓ２がそれぞれ形成され
ている。この蹴り込み空間１ｓ２は、前記起立空間１ｓ１と連通しており、使用者が脚ベ
ース１と干渉することなく接近することができるようにしてある。この蹴り込み空間１ｓ
２の高さ寸法は一般的な体格を有する成人のつま先が歩行中に進入可能な大きさに設定し
てある。また、特定のショッピングカートＳ（１）の左右に対をなす後の脚羽根１２３の
下に形成されている蹴り込み空間１ｓ２の高さ寸法は、図５及び図６に示すように、同一
構造を有する他のショッピングカートＳ（２）の前の脚羽根１２２を通過させてネスティ
ング状態にすることが可能な寸法に設定されている。具体的には、図６に示すように、前
の脚羽根１２２はその基端部１２２ｂからその先端部１２２ａに至る略全域に亘って下方
に凸形状に湾曲しておりその先端部１２２ａの高さ寸法は後の脚羽根１２３の基端部の下
方における前記蹴り込み空間１ｓ２の高さ寸法よりも小さい。加えて、図７に示すように
、前記左右に対をなす前の脚羽根１２２の先端間の距離ｗ１は、前記左右に対をなす後の
脚羽根１２３の先端間の距離ｗ２よりも小さく設定されており、特定のショッピングカー
トＳ（１）の左右に対をなす前の脚羽根１２２が、前方に位置する同一構造をなす他のシ
ョッピングカートＳ（３）の左右に対をなす後の脚羽根１２３間に進入できるようにして
ある。また、図７に示すように、特定のショッピングカートＳ（１）の前記渡し板１２４
の前縁の中央部には、前方に位置する同一構造をなす他のショッピングカートＳ（３）の
ボス１２１ａを受け入れ可能な切り欠き１２４ａを設けている。ここで、複数のショッピ
ングカートＳをネスティングさせる際には、脚ベース１同士が優先して衝き当たるように
してある。すなわち、特定のショッピングカートＳ（１）の前方に同一構造をなす他のシ
ョッピングカートＳ（３）を近接させて配置させる際には、特定のショッピングカートＳ
（１）の前記切り欠き１２４ａと前記他のショッピングカートＳ（３）の脚ベース１のボ
ス１２１ａとが優先して衝き当たるようにしてある。そして、前記ボス１２１ａの内部に
、支柱２の下端部が挿入されるようになっている。
【００１９】
　前記支柱２は、図１～図４に示すように、金属製の円柱状の部材であり、前述したよう
に下端部が前記脚ベース１のボス１２１ａに挿入された状態で、前記脚ベース１に固定さ
れている。この支柱２の前方には、ホルダ取付機構５を介して、前記バスケットホルダ３
が固定位置を高さ方向に変更可能な状態で取り付けられている。
【００２０】
　前記バスケットホルダ３は、図１～図４に示すように、内部に前記支柱２を受け入れて
なり平面視略コ字状をなす基体３１と、この基体３１の前面の上側部分に取り付けられ買
い物用バスケットＢを後方から支持する後フレーム３２と、この後フレーム３２の左右両
端からそれぞれ前方に伸び買い物用バスケットＢを側方からそれぞれ支持する左右の側フ
レーム３３と、基体３１の前面の下側部分に取り付けられ買い物用バスケットＢを下方か
ら支持する底フレーム３４と、この底フレーム３４の前端から上方に起立し買い物用バス
ケットＢを前方から支持する前フレーム３５とを具備してなる。前記基体３１は板金加工
により形成されたもので、支柱２の前側に接する前壁３１１と、前記前壁３１１の左右両
側縁から後方に延出し支柱２の側面に接する左右の側壁３１２とを備えたコ字状のもので
ある。前記後フレーム３２は、上下に対をなしそれぞれ左右方向中心部が溶接等の方法に
より前記基体３１の前面の上側部分に固定されている線条体である。前記側フレーム３３
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は、前記上下に対をなす後フレーム３２の側端からそれぞれ前方に伸びる直線部３３１と
、これら直線部３３１の前端間を接続する半円状の曲線部３３２とを備えた線条体である
。すなわち、前記上下に対をなす後フレーム３２と、前記左右の側フレーム３３とは、同
一の線条体を屈曲させることにより一体に形成している。前記底フレーム３４は、左右に
対をなし上端部が溶接等の方法により前記基体３１の前面の下側部分に固定されている線
条体である垂下部３４１と、この垂下部３４１の下端からそれぞれ斜め前方に伸びる左右
に対をなす線条体である外支持部３４２と、左右に対をなす外支持部３４２間に配され前
記外支持部３４２の前側部分に平行な左右に対をなす線条体である内支持部３４３と、前
記左右に対をなす内支持部３４３の後端部同士を接続し左右方向に伸びる線条体である接
続部３４４とを備えている。図７に示すように、特定のショッピングカートＳ（１）の前
記左右に対をなす内支持部３４３及び前記接続部３４４により区画される凹部３４ａ内に
は、ネスティング状態において前方に位置する同一構造をなす他のショッピングカートＳ
（３）の支柱２を受け入れることができるようにしてある。前記前フレーム３５は左右に
対をなしており、前記外支持部３４２の前端及び外支持部３４２に隣接する内支持部３４
３の前端からそれぞれ上方に起立する起立部３５１と、この起立部３５１の上端間を接続
する半円状の曲線部３５２とを備えた線条体である。すなわち、前記底フレーム３４と、
前記前フレーム３５とは、同一の線条体を屈曲させることにより一体に形成している。前
記ホルダ取付機構５は、図１～図４及び図７に示すように、前記基体３１の一方の側壁３
１２の後縁から斜め内側後方に延出させた傾斜壁５１と、この傾斜壁５１に設けた図示し
ない雌ねじ孔と、この雌ねじ孔に螺着可能な雄ねじ部材５３とを備えている。前記雄ねじ
部材５３は、前記支柱２の軸心よりも後方の部位に向けて伸びる雄ねじ５３１と、この雄
ねじ５３１の外方端に設けられこの雄ねじを前記雌ねじ孔５２に対して螺合進退させるた
めの操作用のグリップ５３２とからなる。このホルダ取付機構５は、前記雄ねじ５３１を
前記雌ねじ孔に螺合させ、さらにこの雄ねじ５３１の先端を支柱２に押し付けることによ
り、前記基体３１を支柱２側に引き寄せてその支柱２に圧接させるようにしてある。そし
て、前記支柱２におけるこのホルダ取付機構５より上方の部位に前記把手４を設けている
。
【００２１】
　前記把手４は、図１～図４に示すように、前記支柱２の上端に設けられたもので、前記
支柱２の上端の装着した取付部材４１と、この取付部材４１から延出させた複数のアーム
４２と、これらアーム４２の先端間に支持されたサークル状すなわち環状をなす把持部分
４３とを具備してなる。前記取付部材４１は、前記支柱２の上端に被せられるキャップ状
のもので、グリップ４１２ａを有した雄ねじ部材４１２により前記支柱２に着脱可能に設
けられている。この取付部材４１の上端には、荷物等を掛けることができる突起４１１が
設けられている。前記アーム４２は、前記取付部材４１の側面から斜め上方に湾曲しなが
ら延びるもので、前記取付部材４１と一体に成形されている。前記把持部分４３は、楕円
状をなし、図４に示すように、平面視において前記脚ベース１の各脚羽根１２２、１２３
の先端を結ぶ仮想線１Ｌの内側領域１Ａに配される。この把持部分４３の下面には、前記
アーム４２の先端が一体に連設されている。前記把持部分４３は、その軸心が支柱２の軸
心に対して例えば１０度傾斜させてあり、前側が後側よりも高くなっている。すなわち、
この把手４は、図５～図７に示すように、特定のショッピングカートＳ（１）の把手４が
ネスティング状態において前方に位置する同一構造をなす他のショッピングカートＳ（３
）の把手４と干渉しない形態をなしている。
【００２２】
　このような構成のものであれば、バスケットホルダ３に買い物用バスケットＢを支持さ
せ、把持部分４３を把持して店内等を自在に移動することができる。このようなショッピ
ングカートＳを使用しない場合には、図５～図７に示すように、ネスティング状態で所定
の待機位置に待機させておくことができる。
【００２３】
　以上に述べたように、本実施形態の構成によれば、脚ベース１の互いに隣接する脚羽根
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１２２、１２３間の起立空間１ｓ１に足を配した状態で使用者が起立することができる。
従って、使用者が無理なく支柱２及び買い物用バスケットＢに接近してこのショッピング
カートＳを使用することができる。その上で、把持部分４３が前記脚ベース１の脚羽根１
２２、１２３の先端よりも内側に配されているので、その把持部分４３を中心としてその
場でこのショッピングカートＳを旋回させることも可能になり、旋回に大きなスペースを
必要とせず、混雑している際に使用しづらいという従来のショッピングカートが有する不
具合を解消できる。
【００２４】
　特にこの実施形態においては、各脚羽根１２２、１２３の下には、使用者のつま先が進
入可能な蹴り込み空間１ｓ２がそれぞれ形成されているので、使用者がこのショッピング
カートＳの前記脚羽根１２２、１２３間の起立空間１ｓ１に足を配してこのショッピング
カートＳに大きく接近した状態で使用しても、脚羽根１２２、１２３と使用者の足が干渉
せずより快適にこのショッピングカートＳを使用できる。
【００２５】
　さらに、前記左右に対をなす前の脚羽根１２２の先端間の距離ｗ１が前記左右に対をな
す後の脚羽根１２３の先端間の距離ｗ２よりも小さく、前記後の脚羽根１２３下方の前記
蹴り込み空間１ｓ２の高さ寸法を、同一構造を有する他のショッピングカートＳ（２）の
前の脚羽根１２２を通過させてネスティング状態にすることが可能な寸法に設定してある
ので、特定のショッピングカートＳ（１）とその後方に位置する同一構造をなす他のショ
ッピングカートＳ（２）とを前後方向に詰めて配置することができる。従って、多数のシ
ョッピングカートＳを特に小さなピッチでネスティングさせることができ、限られた配置
スペースに効率的よく配置させることができる。加えて、支柱２の前方にバスケットホル
ダ３及びこのバスケットホルダ３に支持させた買い物用バスケットＢが配されており、左
右に対をなす後の脚羽根１２３間に比較的広い起立空間１ｓ１を形成しているので、前記
後の脚羽根１２３間の起立空間１ｓ１に利用者が起立する使用態様において、使用者と買
い物用バスケットＢとが接近し、この点からも旋回させる際に必要なスペースを小さくで
きる。
【００２６】
　加えて、複数のショッピングカートＳをネスティングさせる際に脚ベース１同士を当接
させるようにしているので、ショッピングカートＳの高い位置同士、例えば把手４同士を
当接させる場合と比較して、より安定したネスティング状態が得られる。すなわち、前記
左右対をなす後の脚羽根１２３間に渡し板１２４を設け、特定のショッピングカートＳ（
１）の渡し板１２４の前縁の中央部に前方に位置する同一構造をなす他のショッピングカ
ートＳ（３）の脚ベース１のボス１２１ａを受け入れ可能な切り欠き１２４ａを設け、シ
ョッピングカートＳ（１）、Ｓ（３）を前後方向に近接させて配置させる際に前記渡し板
１２４の切り欠き１２４ａと前記他のショッピングカートＳ（３）のボス１２１ａとが優
先して衝き当たるようにしてあるので、ショッピングカートＳ（１）、Ｓ（３）同士を勢
いよく衝き当てた際でもショッピングカートＳ（１）、Ｓ（３）が転倒する不具合の発生
を抑制することができる。
【００２７】
　前記把手４の把持部分４３の軸心を支柱２の軸心に対して傾斜させてあるので、無理な
く、より詳述すれば把持部分４３を極端に小さなものとすることなく、ネスティング時に
把手４同士が干渉しない状態を作り出すことができる。
【００２８】
　そして、前記バスケットホルダ３を、固定位置を高さ方向に変更可能な状態でホルダ取
付機構５を介して前記支柱２に取り付けてあるので、図８に示すように、このようなショ
ッピングカートＳのバスケットホルダ３の固定位置を通常のショッピングカートＳとして
使用する場合における固定位置よりも下方に設定することにより、バスケット置き台とし
ても利用できる。すなわち、使用態様の多様化を図ることができる。
【００２９】
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　なお、本発明は以上に述べた実施形態に限らない。
【００３０】
　例えば、把持部分は、平面視において脚ベースの各脚羽根の先端を結ぶ仮想線の内側領
域に配されるものであればどのようなものであってもよく、具体例としては、例えば図９
～図２９に示すようなものが挙げられる。図９～図１１に示す第二実施形態の把手Ａ４は
、支柱２の上端に装着された取付部材Ａ４１と、この取付部材Ａ４１に支持された把持部
分Ａ４３とを具備してなるものである。前記取付部材Ａ４１は、雄ねじ部材Ａ４１２によ
り前記支柱２に着脱可能に設けられている。前記把持部分Ａ４３は、取付部材Ａ４１の側
面から側方に延びる左右対をなすアーム状のものであり、両把持部分Ａ４３の外方端には
前方に屈曲する屈曲部Ａ４３１がそれぞれ設けられている。換言すれば、前記左右対をな
す把持部分Ａ４３は、平面視において略Ｕ字形をなしている。図１２～図１４に示す第三
実施形態の把手Ｂ４は、支柱２の上端に装着された取付部材Ｂ４１と、この取付部材Ｂ４
１に支持された把持部分Ｂ４３とを具備してなるものである。前記取付部材Ｂ４１は、雄
ねじ部材Ｂ４１２により前記支柱２に着脱可能に設けられている。前記把持部分Ｂ４３は
、取付部材Ｂ４１の側面から側方に延びる左右対をなすアーム状のものである。換言すれ
ば、前記左右対をなす把持部分Ｂ４３は、平面視において略Ｉ字形をなしている。図１５
～図１７に示す第四実施形態の把手Ｃ４は、支柱２の上端に装着された取付部材Ｃ４１と
、この取付部材Ｃ４１に支持された把持部分Ｃ４３とを具備してなるものである。前記取
付部材Ｃ４１は、雄ねじ部材Ｃ４１２により前記支柱２に着脱可能に設けられている。前
記把持部分Ｃ４３は、前記取付部分の上端に一体に設けられたもので、平面視卵形をなす
ものである。図１８～図２０に示す第五実施形態の把手Ｄ４は、支柱２の上端に装着され
た取付部材Ｄ４１と、この取付部材Ｄ４１に支持された把持部分Ｄ４３とを具備してなる
ものである。前記取付部材Ｄ４１は、雄ねじ部材Ｄ４１２により前記支柱２に着脱可能に
設けられている。前記把持部分Ｄ４３は、取付部材Ｄ４１の一側面から側方に延びる下水
平桿Ｄ４３１と、この下水平桿Ｄ４３１の外方端から上方に起立する起立桿Ｄ４３２と、
この起立桿Ｄ４３２の上端から前記下水平桿Ｄ４３１と平行に延びる上水平桿Ｄ４３３と
を具備してなるものである。換言すれば、この把持部分Ｄ４３は、正面視において略Ｊ字
形をなしている。図２１～図２３に示す第六実施形態の把手Ｅ４は、支柱２の上端に装着
された取付部材Ｅ４１と、この取付部材Ｅ４１に支持された把持部分Ｅ４３とを具備して
なるものである。前記取付部材Ｅ４１は、雄ねじ部材Ｅ４１２により前記支柱２に着脱可
能に設けられている。前記把持部分Ｅ４３は、取付部材Ｅ４１の前面、後面及び左右両側
面からそれぞれ外方に延びるアーム状のものである。換言すれば、これらの把持部分Ｅ４
３は、平面視において略＋形をなしている。図２４～図２６に示す第七実施形態の把手Ｆ
４は、支柱２の上端に装着された取付部材Ｆ４１と、この取付部材Ｆ４１に支持された把
持部分Ｆ４３とを具備してなるものである。前記取付部材Ｆ４１は、雄ねじ部材Ｆ４１２
により前記支柱２に着脱可能に設けられている。前記把持部分Ｆ４３は、取付部材Ｆ４１
の側面から上方に延びる対をなす起立桿Ｆ４３１と、これら起立桿Ｆ４３１の上端間に架
設される水平桿Ｆ４３１とを一体に備えている正面視環状をなすもの、さらに詳述すれば
ロの字形をなすものである。図２７～図２９に示す第八実施形態の把手Ｇ４は、支柱２の
上端に装着された取付部材Ｇ４１と、この取付部材Ｇ４１から延出させた複数のアームＧ
４２と、これらアームＧ４２の先端間に支持されたサークル形状、換言すれば環状をなし
軸心が支柱２の軸心に一致する把持部分Ｇ４３とを具備してなるものである。前記取付部
材Ｇ４１は、雄ねじ部材Ｇ４１２により前記支柱２に着脱可能に設けられている。前記第
二～第七実施形態に係る把持部分Ａ４３～Ｆ４３は、ネスティング状態において前方に位
置する同一構造をなす他のショッピングカートＳの把手Ａ４～Ｆ４と干渉しない形態を実
現するために好適な構成を有する。ここで、前記第二～第八実施形態に係るショッピング
カートの把手Ａ４～Ｇ４以外の部分は、前述した第一実施形態に係るショッピングカート
Ｓにおけるものと同様の構成を有するので、同一又は対応する部位に同一の符号を付して
説明を省略する。
【００３１】



(9) JP 2014-8847 A 2014.1.20

10

20

30

40

　加えて、前述した第一～第八実施形態では、把手を支柱の上端に取り付けているが、把
手の取付位置は任意に設定してよい。例えば、支柱の上端から下方に離間した位置に把手
を取り付けるようにしてもよく、バスケットホルダに把手を取り付けて支持させるように
してもよい。さらに、前述した第一～第八実施形態では、工具を用いることなく把手を容
易に着脱可能にすべくグリップを有する雄ねじ部材を介して把手を支柱に取り付けるよう
にしているが、把手の取付態様も任意に設定してよい。例えば、雌ねじ孔に螺合させる際
にドライバやレンチ等の工具を必要とする雄ねじ部材を介して支柱又はバスケットホルダ
に取り付ける態様を採用してもよく、金属製の把手を支柱又はバスケットホルダに溶接等
の方法により固定した状態で設ける態様を採用してもよい。
【００３２】
　また、脚ベースの構成も、前述した第一～第八実施形態に係るものに限らず、先端部に
移動用のキャスタを設けた複数の脚羽根を有しそれら脚羽根間に使用者の足を配すること
が可能なものであればどのようなものであってもよい。
【００３３】
　さらに、バスケットホルダの構成も、前述した第一～第八実施形態に係るものに限られ
ないのはもちろんであるが、前記実施形態のようなものであれば、一本の金属線材を用い
て容易に形成することができる。また、請求項１記載の発明におけるバスケットホルダに
は凹部を有しないものも含まれるが、このような凹部を設けておけば、ネスティングを効
率よく行うことができる。加えて、前述した第一～第八実施形態に係るバスケットホルダ
は、固定位置を高さ方向に変更可能な状態でホルダ取付機構を介して前記支柱に取り付け
てあり、バスケットホルダを通常のショッピングカートとして使用する場合における固定
位置よりも下方に設定することによりバスケット置き台としても利用できるようにしてい
るが、ショッピングカートとしての使用のみを想定する場合には、溶接等の方法によりバ
スケットホルダを支柱に相対移動不能に固定した状態で支持させるようにしてもよい。
【００３４】
　そして、支柱も前記実施例のものに限らず、例えばテレスコピックに伸縮できるような
構造にしておき、把手の高さを変更可能なものにする構成や、脚ベースから複数本の支柱
を立設し、バスケットホルダをこれら複数本の支柱に跨って架設させた状態でこれら複数
本の支柱に支持させる構成を採用する等、本発明の趣旨を損ねない範囲で種々に変形して
よい。
【符号の説明】
【００３５】
　Ｓ…ショッピングカート
　１…脚ベース
　１１…キャスタ
　１ｓ２…蹴り込み空間
　１２２…前の脚羽根
　１２３…後の脚羽根
　２…支柱
　３…バスケットホルダ
　３４ａ…凹部
　４、Ａ４～Ｇ４…把手
　４３、Ａ４３～Ｇ４３…把持部分
　５…ホルダ取付機構
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